
Ｑ．任意合併協議会と法定合併協議会の違いは？

Ａ．地方自治法に定める協議会であるかないかの差であって、
いずれも合併を行うこと自体の可否も含めて、合併に関す
るあらゆる事項の協議を行う組織です。

◎任意協議会…
法の定める協議会でなくまさしく任意組織。法定協議会と比べ、その

役割や位置づけ等については大きな差異はありません。法定協議会の前
段として設置するもので、事前調査や課題整理、あるいは合併が想定さ
れる市町村同士がよりフリーな立場で調査研究を行う組織です。

◎法定協議会…
地方自治法第252条の２第１項及び合併特例法第３条第１項に基づいて
設置する組織。関係市町村の協議により規約を定め、関係市町村の議決
が必要となります。また、協議会の設置、規約の変更、協議会の廃止に
当たってはその旨および規約の告示をするとともに県知事への届出が必
要となります。

平
成
15
年
１
月
１
日
に
、
長
岡
市
、
見
附
市
、
栃
尾
市
、
中
之
島
町
、
越
路
町
、

三
島
町
、
山
古
志
村
、
小
国
町
の
８
市
町
村
が
参
加
し
、
長
岡
地
域
任
意
合
併
協
議

会
を
発
足
し
ま
し
た
。

１
月
14
日
に
は
、
長
岡
市
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
長
岡
で
、
第
１
回
長
岡
地

域
任
意
合
併
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
８
市
町
村
の
代
表
が
初
め
て
顔
を
あ
わ

せ
、
緊
張
し
た
雰
囲
気
の
中
、
議
題
に
沿
っ
て
活
発
な
審
議
を
行
い
ま
し
た
（
委
員

紹
介
は
２
頁
に
掲
載
）。
今
後
こ
の
協
議
会
で
は
、
７
月
を
目
途
に
協
議
が
行
わ
れ
、

合
併
の
方
式
や
期
日
、
地
方
税
や
使
用
料
・
手
数
料
等
の
取
り
扱
い
な
ど
、
日
常
生

活
に
密
接
な
問
題
を
よ
り
具
体
的
に
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

「
任
意
合
併
協
議
会
だ
よ
り
」
で
は
、
協
議
会
で
の
協
議
内
容
や
合
併
に
関
す
る

情
報
を
で
き
る
限
り
掲
載
し
、
毎
月
１
回
発
行
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
も
一
緒
に

「
長
岡
地
域
の
市
町
村
合
併
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
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発行：長岡地域任意合併協議会
編集：長岡地域任意合併協議会事務局
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��c�� ³ 協議会委員の方を随時紹介していきます。今回は住民代表の方４名を紹介します。

栃尾市住民代表
´ µ ¶ · ¸¹

「協議会に出て、改めて重い責任を感じま
した。市民の皆さんの意見を反映しながら、
希望に満ちた市町村合併を実現できるよう
にがんばりたいです。」

中之島町住民代表
º » ¼ ½ ¸¹

「中之島町の代表に選ばれ責任重大と感じ
ています。中之島町１００年の大計を決め
る重大なことなので、慎重にかつ前向きに
検討していきたいです。」

長岡市住民代表
¾ ¿ À Á ¸¹

「委員さんそれぞれが背負っている責任を
感じました。住民の立場に立って、どんな
まちづくりをしたいのかをよく聞いて、協
議会で議論したいです。」

見附市住民代表
Â Ã Ä Å ¸¹

「よいスタートが切れたと思います。１、
２年の目先のことでなく、将来を考えて、
未来予想図を描けるように協議会を進めて
ほしいと思います。」
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新
潟
県
内
各
地
で
、
合
併
を
真
剣
に
考
え
る
市
町

村
が
増
え
て
、
法
定
協
議
会
や
任
意
協
議
会
が
数
多

く
発
足
し
て
い
ま
す
。
逆
に
合
併
せ
ず
単
独
で
生
き

る
道
を
選
択
し
た
市
町
村
も
出
は
じ
め
て
、
地
域
の

事
情
に
よ
り
各
市
町
村
の
す
す
む
道
が
見
え
つ
つ
あ

る
時
期
に
来
て
い
ま
す
。

今
ま
で
こ
の
長
岡
地
域
に
お
い
て
は
、
８
市
町
村

の
首
長
に
よ
る
研
究
会
は
行
わ
れ
た
も
の
の
、
住
民

の
方
を
含
め
た
具
体
的
な
協
議
ま
で
は
進
め
な
か
っ

た
た
め
、
少
し
心
配
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
年
も
新
た
に
な
っ
た
１
月
１
日
、
よ
う

や
く
合
併
協
議
を
本
格
始
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
歴
史
的
に
50
年
ご
と
に
行
わ
れ
て
き
た
合
併
を

考
え
る
と
、
今
後
50
年
の
大
計
を
決
め
る
重
要
な
協

議
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
目
先
の
損
得
で
な
く
、
将

来
の
住
民
福
祉
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
考
え
な
が
ら
、

ど
の
選
択
が
よ
い
の
か
真
剣
に
議
論
が
す
す
む
も
の

と
期
待
し
て
い
ま
す
。

今
回
協
議
会
設
立
に
あ
た
っ
て
、
１
月
か
ら
長
岡

市
の
職
員
８
名
と
長
岡
市
以
外
の
７
市
町
村
１
名
ず

つ
の
職
員
合
計
15
名
体
制
で
事
務
局
を
運
営
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
事
務
局
一
同
力
を
あ
わ
せ
、
活

発
な
合
併
協
議
が
進
み
、
こ
の
地
域
が
発
展
す
る
よ

う
に
が
ん
ば
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
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先
生
！
地
方
交
付
税
っ
て
あ
り
ま
す
よ
ね
。

こ
れ
っ
て
、
国
に
お
金
が
無
い
か
ら
、
市
町

村
に
合
併
さ
せ
て
お
い
て
、
減
ら
し
て
い
く

ん
で
し
ょ
う
？

み
ん
な
、「
合
併
し
た
ら
減
ら
さ
れ
る
」
っ

て
、
誤
解
し
て
い
る
よ
ね
。
交
付
税
は
、
ま

ち
を
運
営
す
る
た
め
に
税
収
だ
け
で
は
足
り

な
い
分
を
補
う
も
の
な
ん
だ
。
合
併
し
た
ら
、

経
費
の
効
率
化
が
図
ら
れ
て
、
不
足
を
補
う

交
付
税
が
少
な
く
て
済
む
よ
う
に
な
る
ん
だ
。

だ
か
ら
減
る
の
で
あ
っ
て
、
減?
ら?
さ?
れ?
る?
わ

け
で
は
な
い
ん
だ
。

た
と
え
ば
、
８
市
町
村
が
合
併
し
た
場
合
、

そ
れ
ぞ
れ
に
は
必
ず
市
町
村
長
や
議
員
が
い

る
け
ど
、
合
併
す
れ
ば
市
長
は
１
人
、
議
員

も
３
分
の
１
程
度
に
な
る
ん
だ
。
こ
れ
だ
け

で
も
経
費
が
抑
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
よ
ね
。

じ
ゃ
あ
、
逆
に
合
併
し
な
か
っ
た
場
合
の

地
方
交
付
税
は
ど
う
な
る
ん
で
す
か
？

い
ま
、
合
併
特
例
法
や
国
の
方
針
で
、
交

付
税
の
配
分
で
特
例
が
あ
っ
た
り
、
公
共
事

業
の
優
先
着
工
が
あ
っ
た
り
し
て
、
合
併
し

た
と
こ
ろ
に
い
ろ
ん
な
優
遇
措
置
が
行
わ
れ

て
い
る
ん
だ
。
つ
ま
り
限
ら
れ
た
交
付
税
や

補
助
金
の
予
算
が
合
併
市
町
村
用
に
優
先
的

に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
っ
て
こ
と
。

合
併
し
な
く
た
っ
て
交
付
税
は
も
ち
ろ
ん

配
分
さ
れ
る
し
、
補
助
事
業
も
あ
る
け
れ
ど
、

交
付
額
や
事
業
は
抑
制
さ
れ
た
り
、
後
回
し

に
さ
れ
た
り
し
て
い
く
だ
ろ
う
ね
。

だ
か
ら
、
合
併
し
な
い
と
こ
ろ
は
、
合
併

す
る
特
例
を
受
け
ら
れ
な
い
ば
か
り
か
、
現

状
の
ま
ま
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
さ
え
も
難

し
く
な
っ
て
い
く
と
思
う
よ
。

さ
っ
そ
く
質
問
し
ま
す
が
、
８
市
町
村

が
合
併
す
る
と
す
ご
く
広
い
面
積
に
な
り

ま
す
よ
ね
。
そ
う
す
る
と
、
サ
ー
ビ
ス
は

隅
々
ま
で
行
き
届
か
な
く
な
る
と
思
う
の

で
す
が
。

そ
う
か
な
。
確
か
に
北
海
道
の
紋
別
市

く
ら
い
の
面
積
に
な
る
ね
。
だ
け
ど
、
面

積
が
大
き
く
た
っ
て
、
い
ま
ま
で
８
市
町

村
で
隅
々
ま
で
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る

の
が
、
合
併
し
た
か
ら
止
め
る
な
ん
て
あ

る
わ
け
無
い
よ
ね
。

た
だ
、
当
然
合
併
し
た
ら
、
８
市
町
村

の
制
度
は
、
原
則
１
つ
の
制
度
に
あ
わ
せ

る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
か
ら
、
そ
れ
に
よ

っ
て
、
現
在
よ
り
も
負
担
が
軽
減
さ
れ
た

り
、
増
え
た
り
は
起
こ
る
だ
ろ
う
ね
。

ま
あ
、
今
全
国
で
は
、
合
併
議
論
が
盛

り
上
が
っ
て
い
る
よ
ね
。
そ
う
し
て
合
併

が
進
ん
だ
ら
市
町
村
の
面
積
は
ど
ん
ど
ん

広
く
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
か
ら
、「
面
積
が

大
き
く
な
る
か
ら
サ
ー
ビ
ス
が
行
き
届
か

な
い
」
な
ん
て
言
っ
て
い
た
ら
、
よ
い
ま

ち
づ
く
り
は
無
理
だ
と
思
う
け
ど
ね
。

先
生
！
こ
ん
に
ち
は
。
今
、
僕
は
市
町

村
合
併
を
研
究
し
て
い
て
、
ち
ょ
っ
と
質

問
が
あ
る
の
で
す
が
。

こ
ん
に
ち
は
、
信
濃
く
ん
。

市
町
村
合
併
か
…
、
す
ご
い
な
。
何
で

も
聞
い
て
ご
ら
ん
。

長
岡
地
域
任
意
合
併
協
議
会
事
務
局

長
岡
市
幸
町
２
@１
@１

長
岡
市
役
所
内

電
話

３
９
@２
２
６
０
・
３
９
@２
２
２
７（
直
通
）
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住
民
の
皆
さ
ん
が
、
今
後
、
合
併
の
方
向
性
を

考
え
る
た
め
に
、
８
市
町
村
が
合
併
し
た
と
想
定

し
た
場
合
の
新
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
理
念
や
新
し

い
都
市
の
将
来
像
を
示
す
「
新
市
将
来
構
想
」
を

協
議
会
で
検
討
し
、
策
定
し
ま
す
。

;<=>?@ATUV
次に掲げる事項についての協議
・合併の方式等合併に関する基本的な事項に関す
ること

・市町村建設計画を念頭に置いた新市の将来構想
等に関すること

・各種事務事業のうち基本的な事項に関すること
・その他合併に関し必要な事項

WXATUV
・協議会に提案する事項についての協議・調整
・分科会活動の進行管理

XYZTUV
次に掲げる事項についての事務
・協議会及び幹事会の会議に関すること
・協議会等の協議資料の作成に関すること
・協議会等の庶務に関すること
・広報及び広聴に関すること
・その他協議会等の運営に関し必要な事項
・市町村との連絡調整に関すること

[\ATUV
・各行政分野における各種事務事業の調整
及び将来構想に関する調査・検討

項 目 金 額
負担金 長岡市 13,963,000円

見附市 3,372,000円
栃尾市 2,043,000円
中之島町 1,203,000円
越路町 1,306,000円
三島町 837,000円
山古志村 455,000円
小国町 820,000円

県補助金 1,000,000円
諸収入 1,000円

計 25,000,000円

項 目 金 額
会議費 2,302,000円
事業推進費 21,698,000円

うち委託料 12,475,000円
予備費 1,000,000円

計 25,000,000円

]^

]_

この予算は、平成14年度分の予算です。

新市将来構想策定にかかる委託費など委託

関係の費用が多くなっています。

`A@Tab

協議会、小委員会、幹事会、分科会の開催

`cdceTfg

協議会だよりの発行（月１回）

ホームページの開設（２月開設予定）

（協議内容の掲載、質問コーナーなど）

`hijkTfg

新市将来構想策定、電算化状況調査

先進地視察

１
�
合
併
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
に
関
す
る
こ
と
。

①

合
併
の
方
式

②

合
併
の
期
日

③

新
市
の
名
称

④

新
市
の
事
務
所
の
位
置

⑤

財
産
の
取
扱
い

⑥

議
会
の
議
員
の
定
数
及
び
任
期
の
取
扱
い

⑦

農
業
委
員
会
の
委
員
の
定
数
及
び
任
期
の
取
扱
い

⑧

地
方
税
の
取
扱
い

⑨

特
別
職
の
身
分
の
取
扱
い

lm

一
般
職
の
職
員
の
身
分
の
取
扱
い

ln

組
織
機
構
及
び
支
所

lo

地
域
審
議
会
の
取
扱
い

lp

条
例
・
規
則
等
の
取
扱
い

lq

一
部
事
務
組
合
等
の
取
扱
い

lr

使
用
料
・
手
数
料
等
の
取
扱
い

ls

公
共
的
団
体
等
の
取
扱
い

lt

町
名
・
字
名
の
取
扱
い

lu

各
種
団
体
へ
の
補
助
金
・
交
付
金
の
取
扱
い

lv

慣
行
の
取
扱
い

２
�
市
町
村
建
設
計
画
を
念
頭
に
置
い
た

新
市
将
来
構
想
等

３
�
各
種
事
務
事
業
の
取
扱
い

（
各
種
事
務
事
業
の
う
ち
基
本
的
な
事
項
）
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構成：各市町村の助役
各市町村の合併担当部課長

役員：幹事長１人及び副幹事長１人

789:;<=>?@A������E�
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行政側：首長（８人） 助役（８人）
議会側：議長及び議員 （16人）
民間等：住民代表 （16人）
８市町村共通学識経験者 （３人）
小委員会 必要に応じて設置する。

[ \ A�✂✄[\A�

構成：各市町村の担当課長及び課員

¥✆✝✞✟
✠ « ¬ ­
® æ ° ±

¥✆✝✞✟
✠ « ¬ ­
® æ ° ±

¥✆✝✞✟
✠ « ¬ ­
® æ ° ±

専門的な調査・検討の指示

協議事案・関係資料等の提出

調整方針案等の提出

X Y Z
職員：事務局長、事務局次長、

事務局員
構成：各市町村から職員を派遣
（長岡市８人、他市町村各１人）

² ������ !!"�#$%&'

役 職 名 氏 名

行

政

長 岡 市 長 森 民 夫
見 附 市 長 久 住 時 男
栃 尾 市 長 馬 場 潤一郎
中 之 島 町 長 樋 山 粂 男
越 路 町 長 大 野 勉
三 島 町 長 遠 藤 鐵四郎
山 古 志 村 長 長 島 忠 美
小 国 町 長 大 橋 義 治
長 岡 市 助 役 二 澤 和 夫
見 附 市 収 入 役 稲 田 順 一
栃 尾 市 総 務 課 長 外 山 康 男
中 之 島 町 助 役 佐々木 保 男
越 路 町 助 役 熊 倉 幸 男
三 島 町 助 役 米 持 昭 次
山 古 志 村 助 役 坂 牧 宇一郎
小 国 町 助 役 長谷川 孝

議

会

長岡市議会議長 矢 野 一 夫
長岡市議会 市町村合併調査研究委員会委員長 大 地 正 幸
見附市議会議長 伴 内 勝 栄
見附市議会 市町村合併調査特別委員会委員長 八 木 庄 英
栃尾市議会議長 鈴 木 正 一
栃尾市議会 市町村合併調査研究会会長 西 川 洋 吉
中之島町議会議長 今 泉 實
中之島町議会 市町村合併調査特別委員会委員長 五十嵐 亮 一
越路町議会議長 石 坂 敏 雄
越路町議会 地方分権推進等調査特別委員会委員長 石 黒 貞 夫
三島町議会議長 野 島 六 司
三島町議会 市町村合併調査特別委員会委員長 大 桃 健 三
山古志村議会議長 坂 牧 正 憲
山古志村議会 合併問題研究特別委員会委員長 高 野 哲 四
小国町議会議長 樋 口 章 一
小国町議会 地方分権に関する特別委員会委員長 野 田 幹 男

住

民

代

表

長 岡 市
田 村 巖
朝 日 由 香

見 附 市
村 上 雅 紀
若 杉 リ ツ

栃 尾 市
佐 藤 織 江
北 村 公

中 之 島 町
池 田 守 明
高 森 精 二

越 路 町
鑓 水 義 慎
小 林 民 雄

三 島 町
大 矢 治 雄
小 池 進

山 古 志 村
高 野 徳 義
酒 井 利 幸

小 国 町
平 野 保 雄
池 島 寛

新潟県総合政策部市町村合併支援課長 中 澤 清
長岡造形大学 理事長・学長 豊 口 協
ホクギン経済研究所 所長 鈴 木 隆 三

区 分 氏 名 職 名
会 長 森 民 夫 長 岡 市 長

副 会 長 久 住 時 男 見 附 市 長
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第
１
回
の
協
議
会
が
１
月
14
日
行
わ
れ
、
次
の
よ
う

な
協
議
事
項
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。

ま
ず
報
告
と
し
て
、
任
意
合
併
協
議
会
設
立
ま
で
の

経
緯
（
昨
年
終
了
し
た
合
併
研
究
会
な
ど
）
の
説
明
と
、

協
議
会
規
約
の
説
明
を
行
い
、
そ
の
後
５
つ
の
議
題
に

沿
っ
て
審
議
を
し
ま
し
た
。

第
１
の
議
題
で
は
、
協
議
会
役
員
の
選
出
を
行
い
、

会
長
に
は
森
民
夫
長
岡
市
長
を
、
副
会
長
に
は
久
住
時

男
見
附
市
長
を
選
任
し
ま
し
た
。

第
２
の
議
題
で
は
、
協
議
会
の
運
営
に
関
す
る
こ
と

や
小
委
員
会
な
ど
の
、
細
か
な
規
程
に
つ
い
て
、
決
議

し
ま
し
た
。

第
３
の
議
題
で
は
、
平
成
14
年
度
に
行
う
事
業
に
つ

い
て
事
業
計
画
案
が
説
明
さ
れ
、
会
議
の
開
催
や
広
報

広
聴
、
調
査
研
究
を
行
う
こ
と
を
決
議
し
ま
し
た
。
ま

た
、
事
務
局
か
ら
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
合
併
の
方
向

性
を
判
断
で
き
る
よ
う
な
資
料
や
情
報
を
提
供
し
て
い

け
る
よ
う
に
作
業
を
す
す
め
た
い
と
の
説
明
も
あ
り
ま

し
た
。

第
４
の
議
題
で
は
、
平
成
14
年
度
に
事
業
を
行
う
た

め
の
予
算
案
を
審
議
し
ま
し
た
。
歳
入
に
つ
い
て
は
、

８
市
町
村
か
ら
の
負
担
金
と
県
補
助
金
な
ど
が
、
歳
出

は
、
事
業
計
画
に
基
づ
く
協
議
会
の
開
催
や
広
報
の
発

行
、
調
査
委
託
な
ど
が
主
な
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

第
５
の
議
題
で
は
、
協
議
事
項
と
協
議
期
間
に
つ
い

て
審
議
さ
れ
、
19
の
基
本
的
事
項
に
関
す
る
こ
と
や
、

協
議
期
間
は
７
月
ま
で
を
目
途
と
す
る
こ
と
な
ど
を
決

議
し
ま
し
た
。

今
回
が
初
会
議
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
張
り
詰
め
た

雰
囲
気
の
中
で
議
事
進
行
し
ま
し
た
。
特
に
住
民
代
表

の
皆
さ
ん
は
緊
張
し
た
様
子
が
う
か
が
え
ま
し
た
。
協

議
会
が
終
わ
る
と
、
委
員
の
皆
さ
ん
は
、
い
ま
ま
で
の

緊
張
が
解
け
た
か
の
よ
う
に
委
員
同
士
で
楽
し
そ
う
に

歓
談
し
て
い
ま
し
た
。

※人口は平成12年の国勢調査人口
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